
学校番号 ２０２ 

令和２年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版 新編 化学基礎（数研出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私たちの身のまわりにある様々な「もの」をつくっている材料に注目したとき、その材料を 

「物質」といいます。この「物質」をつくっているのは非常に小さな粒子（原子や分子）たちです。 

化学基礎では、これらの粒子の性質や粒子どうしの結びつき・組み合わせによって様々な「物質」

ができることを知り、そのようにしてできた「物質」がどのようにふるまうのか、またどのように

変化するのか、について学習します。 

 

２ 学習の到達目標 

化学は世界をつくっている「物質」について学ぶ学問であり、それらすべての物質は原子や分子

などの粒子からできているという物質感を持って、日常の様々な現象を観察および考察・探求でき

ることを目標とする。そのために、それぞれの粒子の特性や、粒子のふるまいにみられる原理・法

則の理解、それらの粒子が構成する物質の性質および物質変化についての知識を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら、物

質とその変化への関

心を高め、化学的に探

究する能力と態度を

育てるとともに、化学

の基本的な概念や原

理･法則を理解させ、

科学的な見方や考え

方を養う。 

化学的な現象の中に

問題を見出し、探求す

る過程を通して、事象

を科学的に考察し、導

き出した考えを適切

に表現することがで

きる。 

身近な現象の中に潜

む化学の原理につい

て、観察・実験等を

行い、基本的な操作

を習得するととも

に、それらの過程や

結果を的確に記録、

整理し、それらの現

象を科学的に探求す

ることができる。 

物質や化学現象につ

いて、基本的な概念

や原理・法則を理解

し、知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・授業で用いるプリン

トの記述 

・提出物の提出状況 

・小テストの取り組み 

・学習状況の観察 

・授業で用いるプリン

トの記述 

・提出物の提出状況 

・定期考査の結果 

・学習状況の観察 

・授業で用いるプリ

ントの記述 

・実験の記録 

・定期考査の結果 

・学習状況の観察 

・授業で用いるプリ

ントの記述 

・実験の記録 

・定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
質
の
構
成
と
化
学
結
合 

すべての物質は粒子からでき

ているという物質感を持ち、こ

れらの粒子の特性（元素記号・

原子番号・質量数・同位体や電

子配置の規則性）についての知

識をつける。また、粒子のふる

まいによる物質の状態変化に

ついて理解する。さらに、原

子・分子・イオンの粒子間には

たらく結合（金属結合・イオン

結合・共有結合や分子間力等）

によって多様な物質ができる

ことを理解する。また、それぞ

れの結合のしくみや特徴につ

いての知識を身につける。 

○ 

 

○ ○ ○ a:授業の取り組み、提出物の提出

状況、理解しようとする意志 

b:身近な化学的現象を、物質を構

成する粒子の特性やふるまいによ

って説明できる 

c:炎色反応・物質の状態変化に関

する探究活動を行い、実験器具の

扱い方や化学的に探求する方法の

習得とそれらの過程および結果を

的確に記録・整理・考察できる。 

d:物質の構成単位は粒子であるこ

とを理解し、物質を構成する粒子

のふるまい方により、物質の状態

が変化することを理解している。 

粒子間の結合の種類とそれぞれの

結合のしくみを理解している。 

・授業態度 

・出席状況 

・提出物の取

り組み状況 

・小テスト 

・定期考査 

・観察・実験 

２
学
期 

物
質
量
と
化
学
反
応
式 

物質を構成する粒子が非常に

小さいことを理解した上で、粒

子を定量的に扱うために相対

質量を用いて原子量・分子量・

式量を求めることができる。ま

た、その中に含まれる粒子の個

数について物質量の概念を理

解し、質量と物質量の関係、さ

らに物質量と気体の体積につ

いて関連付けることができる。 

化学反応における量的関係に

ついて理解し、化学反応式の係

数比から物質量、質量、気体の

体積を求めることができる。 

 

○ ○  ○ a: 授業の取り組み、提出物の提出

状況、理解しようとする意志 

ｂ･d:・原子量・分子量・式量およ

び物質量の概念を理解している。 

・物質量から質量および体積を求

めることができる。 

・化学反応式が書け、化学反応式

の係数比が各物質の物質量比を表

すことを理解している。 

・化学反応式の係数比から物質量

を求めることができ、さらに質

量・気体の体積と関連付けられる。 

 

・授業態度 

・出席状況 

・提出物の取

り組み状況 

・小テスト 

・定期考査 

・観察・実験 

３
学
期 

酸
と
塩
基
、
酸
化
還
元
反
応 

酸・塩基の性質を理解し、中和

反応と塩の生成について理解

する。 

酸素および水素の授受による

酸化還元の定義に加え、酸化還

元反応を電子の授受に基づい

て理解するとともに、その応用

として電池および電気分解に

ついて考察する。 

○ ○ ○ ○ a: 授業の取り組み、提出物の提出

状況、理解しようとする意志 

c:酸・塩基の性質および中和に関

する探究活動を行い、実験器具の

扱い方や化学的に探求する方法の

習得とそれらの過程および結果を

的確に記録・整理・考察できる。 

b・d：・酸・塩基の性質について

理解し、電離式を求められる。 

・中和反応を化学反応式で書くこ

とができる。・電子の授受を伴う

酸化還元について理解している 

・酸化数を求めることができる 

・基本的な酸化還元反応の化学反

応式を書くことができる 

・金属のイオン化傾向を理解して

いる 

・授業態度 

・出席状況 

・提出物の取

り組み状況 

・小テスト 

・定期考査 

 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能         d:知識・理解 

 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価

することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み

付けを行う観点）について○を付けている。 

 


